
【本書の見方】
本書は８章構成となり，掲載内容は第１～６章，第７章，第８章に大別されます。

第１～６章：�　「分かりやすい」をコンセプトとし，これから橋梁補修を学ぼうとする方にも理

解を深めていただけるように，施工方法の一連の流れを示した施工フロー図と解

説に加え，実際の現場施工写真や使用機械の写真を掲載しています。

　　　　　　�　また，積算時の情報として積算基準対応表も掲載しています。積算基準対応表

では，歩掛等の出典を下表のように明示しています。

　　　　　　なお，積算基準対応表は，以下の３点に限定したものとなっています。

　　　　　　　① 「国土交通省土木工事標準積算基準書」（2019年度版（平成31年度版））

　　　　　　　② 「橋梁架設工事の積算」（令和元年度版）：（一社）日本建設機械施工協会

　　　　　　　③ 「土木コスト情報　土木工事標準単価」：（一財）建設物価調査会

第７章　　：�　第７章では，第１～６章で解説した工種について該当する歩掛を掲載しています。

工事の実態を反映した当会独自調査による歩掛に加え，利用者の利便を図るため

に公表されている歩掛も合わせて収録しています。なお，歩掛の出典については，

「国土交通省土木工事標準積算基準書」に関する部分はゴシック体，（一社）日本建

設機械施工協会発行の「橋梁架設工事の積算」に関する部分はゴシック斜体と区分
して掲載しています。

　　　　　　�　なお，本書にゴシック斜体で掲載している「橋梁架設工事の積算」からの引用部
分は，ごく一部分となっています。「橋梁架設工事の積算」には，その他の橋梁補

修歩掛の掲載もあり，さらに橋梁架設工事全般についても掲載されています。是非，

「橋梁架設工事の積算」も併せて参照されることをお薦めいたします。

第８章　　：�　橋梁補修工事に使用される主な機材について，写真入りで解説しています。

例 -１	 積算基準対応表（連続繊維シート接着工より）	

工　　　　種 国土交通省　土木工事標準積算基準書 橋梁架設工事の積算

下 地 処 理 Ⅳ ‒３‒ ⑩　表5.2　下地処理工歩掛 表４‒13‒５　下地処理工歩掛 ※

プ ラ イ マ ー 塗 布 Ⅳ ‒３‒ ⑩　表5.3　プライマー工歩掛 表４‒13‒６　プライマー工歩掛 ※
不 陸 整 正 Ⅳ ‒３‒ ⑩　表5.4　不陸整正工歩掛 表４‒13‒７　不陸整正工歩掛 ※
含 浸 接 着 剤 下 塗 り

Ⅳ ‒３‒ ⑩　表5.5　炭素繊維シート
接着工歩掛

表４‒13‒８　炭素繊維シート接着工歩掛
※

連 続 繊 維 シ ー ト 貼 付 ※
含 浸 接 着 剤 上 塗 り ※
表 面 仕 上 Ⅳ ‒３‒ ⑩　表5.7　仕上げ塗装工歩掛 表４‒13‒10　仕上げ塗装工歩掛 ※

※土木コスト情報　土木工事標準単価「連続繊維シート補強工」

例 -２（本書第７章に歩掛の掲載がある場合）	 積算基準対応表（現場溶接工より）	

工　　　　種 国土交通省　土木工事標準積算基準書 橋梁架設工事の積算 本書　第７章
現 場 溶 接 ―――――――――― 表4‒10‒８　現場溶接工歩掛 ③ ‒１　現場溶接工
現 場 溶 接

（軽微部材の仮取付含む）
Ⅳ ‒３‒ ⑫　⑫ ‒３　表３‒１

現場溶接鋼桁補強
表4‒５‒３　現場溶接鋼桁

補強工
③ ‒２　現場溶接工

（補強部材取付含む）
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第1章　鋼　　橋

工事編
１ 落橋防止装置工
1  概　　説

　地震等により橋梁上部構造が落下するのを防ぐことを目的とした落橋防止システムを設置する作業である。

（１）縁端拡幅工（桁かかり長）
　上下部構造間に予期しない大きな相対変位が生じた場合に，上部構造が下部構造頂部から逸脱して落下する
のを防止する。
　対策として，橋台幅の拡幅（ブラケット，Ｈ鋼，コンクリート等）作業がある。

（２）落橋防止構造・横変位拘束構造
　橋軸方向の変位防止構造を落橋防止構造，橋軸直角方向の変位防止構造を横変位拘束構造という。
　上下構造間に予期しない大きな相対変位が生じた場合に，桁が桁かかり長を超えて落下しないようにする。
　対策として，①上部構造と下部構造を連結する構造（PC鋼材・チェーン等）を設ける，②下部構造に突起
を設けた構造（コンクリート・ブラケット等）を設ける，③上部構造を相互に連結する構造（PC鋼材・ピン
連結等）を設ける，等の作業がある。

橋脚
桁かかり長
Sg

橋台
桁かかり長
Sg

桁かかり長
Sg

（a）端支点 （b）桁のかけ違い部

（1）桁かかり長

コンクリート
ブロック 緩衝材

橋台

鋼製
ブラケット 緩衝材

橋台

（a）コンクリートを用いる
　　　場合

（b）鋼製ブラケットを用いる
　　　場合

（2）②上部構造及び下部構造に突起を設ける落橋防止構造の例

鋼製
ブラケット

PC鋼材

支圧板
緩衝材

橋台

PC鋼材

支圧板
緩衝材

橋台

（a）鋼上部構造の場合 （b）コンクリート上部構造の場合

（2）①上部構造と下部構造を連結する落橋防止構造の例

橋脚

（a）鋼上部構造の場合

PC鋼材

鋼製
ブラケット

橋脚

（b）コンクリート上部構造の場合

PC鋼材

支圧板
緩衝材

（2）③２連の上部構造を相互に連結する落橋防止構造の例
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（３）落橋防止装置構造図（参考）
１）PC鋼材式落橋防止装置

　　PC鋼材で，桁と橋台を連結する構造である。

２）ゴム被覆チェーン式落橋防止装置
　�　緩衝ゴムで被覆されたショックレスチェーンと強力チェーン等で桁と橋台を連結する構造である。ゴム被
覆チェーン式には，コラム型とブロック型がある。

PC鋼材式落橋防止装置の構造図（参考）

桁　側

ナット

鋼製キャップ
マンション

あと施工アンカー

連結ケーブル　全長

マンション

緩衝具 偏向具

ガイドパイプ

連結ケーブル
（PC鋼より線）

スプリング
止めプレート

ナット

保護キャップ

橋台側

固定用緩衝具

主桁間PC鋼材式落橋防止装置 桁端部ＰＣ鋼材式落橋防止装置

ゴム被覆チェーン式落橋防止装置の構造図（参考）

調整シャックル
ショックレスチェーン

強力シャックル
強力チェーン

調整シャックル

ゴム被膜

ブロック型ゴム被覆チェーンタイプコラム型ゴム被覆チェーンタイプ
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３）緩衝リンク型落橋防止装置
　　鋼材の中間部に緩衝ゴムを挟み込み衝撃力を緩和する構造である。

緩衝リンク型落橋防止装置（桁一下部工連結タイプ）

緩衝リンク型落橋防止装置の構造図（参考）

主桁ウェブ

連結ロッド
ピン

リンク連結板

既設ウェブ補強板リンク連結板リブリンク連結板リンクプレート

ピン

既設ウェブ補強板 連結ロッド クロロプレンゴム

ピン

リンクプレートリンクプレートリブリンク連結板リンク連結板リブ

補強板 連結ロッド クロロプレンゴム

＜桁－桁 連結タイプ＞

＜桁－下部工 連結タイプ＞
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2  施工手順及び積算情報

足 場 設 置

調 査 計 測

芯 出 し 調 整

部 材 製 作

既 設 物 撤 去

既 設 検 査 路 撤 去

裏 面 吸 音 板 撤 去

既 設 物 復 旧

検 査 路 設 置

現 場 塗 装

足 場 撤 去

落橋防止装置工（各タイプ概略はP７を参照）

鉄筋探査 鉄筋探査

コンクリート削孔 コンクリート削孔

鋼桁孔明

補強材取付
（現場溶接）

チッピング チッピング

高力ボルト本締

アンカー工 アンカー工

・現場条件（形状寸法等）を確認計測する。

・取付位置の確認及び素地調整を行う。

・取付部材に合わせて，削孔を行う。

・部材取付用の孔明けを行う。

・溶接で部材を取付ける。

・落橋防止部材を取付ける。

・部材の本締め作業を行う。

・部材とコンクリートアンカーを設置する。

・既設部材で撤去した物を復旧する。

・検査路を再設置する。

・裏面吸音板を再設置する。

・取付部材と本体の塗装を行う。

・橋台・橋脚周りの補修用足場を撤去する。

・コンクリート面と部材の間に樹脂剤を注入する。

・取付部材がコンクリート面と接触する場
　合はチッピングを行う。

・部材取付けの支障となる部材を撤去する。　

・コンクリート削孔を行う前に鉄筋位置の確
　認を行い，鉄筋を切断しないように注意する。

・裏面吸音板が部材取付けの支障となる場合は
　撤去する。

・橋台・橋脚周りに補修用足場を設置する。

・既設検査路が部材取付けの支障となる場合は
　撤去する。

注入工 注入工

①タイプ

落橋防止装置

②タイプ

落橋防止装置

③タイプ

落橋防止装置

④－１タイプ④－２　　　
落橋防止装置

部 材 取 付

裏 面 吸 音 板 設 置
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足 場 設 置

調 査 計 測

芯 出 し 調 整

部 材 製 作

既 設 物 撤 去

既 設 検 査 路 撤 去

裏 面 吸 音 板 撤 去

部 材 取 付

既 設 物 復 旧

検 査 路 設 置

裏 面 吸 音 板 設 置

現 場 塗 装

足 場 撤 去

⑤タイプ ⑥タイプ ⑦タイプ ⑧－1タイプ ⑧－2タイプ

落橋防止装置工

鉄筋探査 鉄筋探査

コンクリート削孔 コンクリート削孔

補強材取付

チッピング

台座工

アンカー工 アンカー工

注入工 注入工

変位制限装置 変位制限装置 変位制限装置 変位制限装置 変位制限装置

・橋台・橋脚周りに補修用足場を設置する。

・現場条件（形状寸法等）を確認計測する。

・取付位置の確認及び素地調整を行う。

・部材取付けの支障となる部材を撤去する。

・既設検査路が部材取付けの支障となる場合は
　撤去する。
・裹面吸音板が部材取付けの支障となる場合は
　撤去する。
・コンクリート削孔を行う前に鉄筋位置の確認
　を行い，鉄筋を切断しないように注意する。

・取付部材に合わせて，削孔を行う。

・部材取付用の孔明けを行う。

・補強部材を取付ける。

・コンクリートで作成する。

・取付部材がコンクリート面と接触する場合
　は，チッピングを行う。

・変位制限装置部材を取付ける。

・部材の本締め作業を行う。

・部材とコンクリートアンカーを設置する。

・コンクリート面と部材の間に樹脂剤を注入する。

・既設部材で撤去した物を復旧する。

・検査路を再設置する。

・裹面吸音板を再設置する。

・取付部材と本体の塗装を行う。

・橋台・橋脚周りの補修用足場を撤去する。

鋼 桁 孔 明

高 力 ボ ル ト 本 締
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積算基準対応表

工　　　　種 国土交通省　土木工事標準積算基準書 橋梁架設工事の積算 本書　第７章

足 場 設 置　・ 撤 去 　　　　　　　　　　 表4－2－10　損料及び歩掛係数③ ①－1　足場工

調 査 計 測 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

芯 出 し 調 整 　　　　　　　　　　 表4－7－2　芯出し調整工歩掛 ⑧－3　芯出し調整工

部 材 製 作 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

既 設 物 撤 去 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

既 設 検 査 路 撤 去 　　　　　　　　　　 表4－22－1　部材撤去工歩掛 ⑥－1　検査路撤去工　

裏 面 吸 音 板 撤 去 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ⑤－1　部材撤去工

鉄 筋 探 査 　　　　　　　　　　 表4－7－3　鉄筋探査工歩掛 ⑩－4　鉄筋探査工

コ ン ク リ ー ト 削 孔

Ⅳ－3－⑬　4－1　コンクリート削孔
（電動式コアボーリングマシン）

表4－7－10・11　コンクリート削孔
（コアボーリングマシン）

表4－7－18　コンクリート削孔工歩掛
（コアボーリングマシン）

⑨－1　コンクリート削孔工
（電動式コアボーリングマシン）

Ⅳ－3－⑬　4－2　コンクリート削孔
（電動ハンマドリル）

表4－7－12　コンクリート削孔
（ハンマドリル）

⑨－2　コンクリート削孔工
（電動ハンマドリル）

Ⅳ－3－⑬　4－3　コンクリート削孔
（さく岩機〔ハンドドリル（空圧式）〕）

表4－7－13・14　コンクリート削孔
（さく岩機（ハンドドリル））

⑨－3　コンクリート削孔工
（さく岩機〔ハンドドリル（空圧式）〕）

鋼 桁 孔 明 　　　　　　　　　　 表4－7－4　鋼桁孔明工歩掛 ②－10　鋼桁孔明工

補 強 材 取 付
チ ッ ピ ン グ

　　　　　　　　　　 表4－7－23　チッピング工歩掛
⑩－1　チッピング工

（ブラケット背面部）

部 材 取 付 　　　　　　　　　　 表4－7－7　落橋防止装置取付工歩掛
⑦－8　落橋防止装置・

横変位拘束装置取付工

高 力 ボ ル ト 本 締 　　　　　　　　　　 表4－7－8　高力ボルト本締工歩掛 ②－1　補修工事高力ボルト本締工

ア ン カ ー 工 Ⅳ－3－⑬　4－4　アンカー
表4－7－15・16　アンカー
表4－7－19　アンカー工歩掛

（下方向）
⑨－4　アンカー工

注 入 工 　　　　　　　　　　 表4－7－24　注入工歩掛 ⑩－2　注入工（ブラケット背面部）

既 設 物 復 旧 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

検 査 路 設 置 　　　　　　　　　　 表4－22－2　部材再設置工歩掛 ⑥－2　検査路再設置工

裏 面 吸 音 板 設 置 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ⑤－2　再設置工

ピ ン テ ー ル 仕 上 げ 　　　　　　　　　　 表4－7－9　ピンテール仕上げ工歩掛 ②－8　ピンテール仕上げ工

現 場 塗 装 　　　　　　　　　　 表4－5－5　小規模塗装工歩掛 ⑧－1　小規模現場塗装工



落橋防止装置工　7

落橋防止装置のタイプ概略

（次ページつづく）

タイプ

①

②

③

④－１

⑤

種　　類

鋼製ブラケット
により，下部工
の縁端を拡幅す
る工法，変位制
限段差防止ブラ
ケット

１ブラケット当り
１基とする

１腹板当りを１組
とする

PC鋼線１本を１組
とする
左図は２組である

左図の桁付，脚
付，チェーンで
１組とする

１ブラケット当り
１基とする

２連の桁を相互
にタイバーによ
って連結する工
法

２連の桁を相互
にPC鋼線によっ
て連結する工法

主桁と橋台をチ
ェーンにより連
結する工法

④－２
左図の桁付，脚
付，連結部材で
１組とする

主桁と橋台を連
結部材等により
連結する工法

主桁に突起（鋼
製ブラケット）
を設ける工法

構 造 概 略 図 組数（基数）の考え方

アンカーボルト

ブラケット ブラケット

PC鋼線

鋼製ブラケット
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タイプ

⑦

⑧－1，2

種　　類

桁下に取付ける
構造で橋軸方向
の制限と段差防
止を併用する構
造

桁間に設置され
た突起（コンク
リートまたは鋼
製）を利用して，
橋軸方向及び橋
軸直角方向を制
限する構造

構 造 概 略 図

主桁と下部工を
ストッパーによ
り連結し水平２
方向の変位を制
限する工法

組数（基数）の考え方

１腹板当り１基
とする
左図のような主
桁付き部材は⑤
として別途加算
する

桁間を連結する
構造体を１組と
する（桁付部材
も含む）
桁間の突起が鋼
製の場合は別途
加算する

１ストッパー当
り１組とする
※ブラケットは
①により別途積
算とする

⑧－１鋼製架台正面図

ストッパー

⑧－２コンクリート台座側面図

平　面　図

桁下フランジに
連結部材を取付
け，縦型ピンに
て下部構造と連
結する工法

縦型ピン１本当
り１基とする
鋼製架台を使用
する場合は桁付
ブラケットと鋼
製架台を１組と
し，変位制限構
造として積算す
る

⑥－1

⑥－2
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3  施 工 法

（１）施工上の留意点
　①�　配筋状況が確認されていない場合は，工事着手前に鉄筋探査器等により既設橋台・橋脚の配筋状況の確
認を実施する。

　②　アンカー孔の削孔にあたっては，既設鉄筋やコンクリートに損傷を与えないように十分注意する。
　③　アンカーボルト孔の削孔長を曲がらない定規で全数確認する。規定値は設計値以上とする。

①上部ブラケット取付部芯出し調整 ②主桁部孔明け

③部材吊上げ ④上部ブラケット取付け

⑤下部ブラケット取付用アンカーボルト設置完了 ⑥ケーブル取付け
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10 ‒７ 紫外線硬化型 FRP シート設置工
1  概　　説

　紫外線硬化型FRPシートは，紫外線に触れることによって硬化し，シートに含まれる樹脂により，素材を
問わず強力に接着しながら強度を増すFRP（繊維強化プラスチック）シートである。
　紫外線硬化型FRPシート設置工は，長寿命化・補修を目的として，鋼橋や横断歩道橋，鋼製シェッド，水
道橋等に設置されている。

（１）主要機材（工具）表

2  施工手順及び積算情報

名　　　　称 規　　　　格 用　　　　途

紫 外 線 照 射 装 置 蛍光灯
紫外線があたらない場所で，紫外線照射装置用い
て硬化させる場合

高 所 作 業 車 幅広デッキタイプ作業床高12ｍ 高所作業車を足場として用いて施工する場合

足 場 ・ 防 護 設 置

素 地 調 整

プ ラ イ マ ー 塗 布

不 陸 修 正

FRP シ ー ト 設 置

端 部 処 理

紫 外 線 照 射

塗 装 作 業

足 場 ・ 防 護 撤 去

清 掃 ・ 水 洗

・直射日光により紫外線照射を行い，FRPシートを硬化させ
　る。直射日光があたらない場所では，紫外線照射装置を使
　用して FRPシートを硬化させる。

・FRPシートをハサミ等で必要な大きさにカットし，補修箇
　所に貼り付ける。

・不陸調整剤と不陸調整剤用硬化剤をハンドミキサで混合し，
　設置箇所に塗布する。

・設置箇所に，はけ・ローラーでプライマーを塗布する。

・端部処理剤で端部を処理する。

【歩掛は実線枠内作業】
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3  施 工 法

（１）施工上の留意点
　貼り付け方法には，全面貼りと部分貼りがあり，現場の状況により判断する。

工　　　　種 国土交通省　土木工事標準積算基準書 橋梁架設工事の積算 本書　第7章

プ ラ イ マ ー 塗 布 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

⑩‒8　紫外線硬化型 FRP シート設置工

※

不 陸 修 正 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ※

FRP シ ー ト 設 置 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ※

端 部 処 理 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ※

紫 外 線 照 射 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ※

※土木コスト情報　土木工事標準単価「紫外線硬化型 FRP シート設置工」

全面貼りと部分貼りの参考図

①施工前 ②プライマー塗布
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④ FRPシート設置

⑤端部処理

⑦塗装作業

⑥紫外線照射

⑧完成

③不陸修正
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10 －７ 足場材荷揚げ（荷卸し）工
　足場材荷揚げ（荷卸し）工の歩掛は，次表を標準とする。

10 －８ 紫外線硬化型 FRP シート設置工
　施工単価は，土木コスト情報　土木工事標準単価「紫外線硬化型FRPシート設置工」を参照して下さい。
　標準単価の規格・仕様

表10－７　足場材荷揚げ（荷卸し）工歩掛

所要日数 労務編成（人） 諸雑費率（％）

G／（30×α）

橋りょう世話役 0.5

8橋りょう特殊工 4.0

普 通 作 業 員 0.5

（注）１．Ｇ＝数量　　10 ×β　　　βは⑩－５　付表－２を参照
　　　　 数量は足場材の部材（単管パイプ，足場板，吊チェーン，クランプ）の数量とする。
　 　２．作業は部材の荷揚げ，荷卸しとする。
　 　３．�諸雑費は荷揚げ，荷卸しの機械器具費用及び消耗材料であり労務費の合計額に諸雑費

率を乗じた金額を上限として計上する。
　　 ４．取卸及び積込用のクレーンが必要な場合は別途計上する。

付表－１　吊上げ高さよる補正係数（α）

吊上げ高さｈ（ｍ） α

ｈ≦10 1.25

10＜ｈ≦20 1.00

20＜ｈ≦30 0.83

30＜ｈ≦40 0.71

40＜ｈ≦50 0.63

表10－８　紫外線硬化型 FRPシート設置（紫外線照射なし）
工　種 規 格 ・ 仕 様 高所作業車 単位 日当たり標準施工量

紫外線硬化型
ＦＲＰシート設置
（紫外線照射なし）

区分Ａ
（0．01㎡以上0．07㎡未満／枚）

無 ｍ2 1．5

有
作業高11ｍ未満 ｍ2 1．2

作業高11ｍ以上13ｍ以下 ｍ2 1．2

区分Ｂ
（0．07㎡以上0．15㎡未満／枚）

無 ｍ2 2．5

有
作業高11ｍ未満 ｍ2 2．0

作業高11ｍ以上13ｍ以下 ｍ2 2．0

区分Ｃ
（0．15㎡以上／枚）

無 ｍ2 5．0

有
作業高11ｍ未満 ｍ2 4．0

作業高11ｍ以上13ｍ以下 ｍ2 4．0
（注）１．区分Ａ・Ｂ・Ｃは，１枚当りのFRPシート貼付面積とする。

２．�清掃・水洗，素地調整，塗装作業の規格・仕様は，橋梁塗装工（土木工事標準単価）を適用する（ただし，水管橋は除く）。

表10－９　紫外線硬化型 FRPシート設置（紫外線照射あり）
工　種 規 格 ・ 仕 様 高所作業車 単位 日当たり標準施工量

紫外線硬化型
ＦＲＰシート設置
（紫外線照射あり）

区分Ａ
（0．01㎡以上0．07㎡未満／枚）

無 ｍ2 0．9

有
作業高11ｍ未満 ｍ2 0．7

作業高11ｍ以上13ｍ以下 ｍ2 0．7

区分Ｂ
（0．07㎡以上0．15㎡未満／枚）

無 ｍ2 1．6

有
作業高11ｍ未満 ｍ2 1．2

作業高11ｍ以上13ｍ以下 ｍ2 1．2

区分Ｃ
（0．15㎡以上／枚）

無 ｍ2 3．1

有
作業高11ｍ未満 ｍ2 2．4

作業高11ｍ以上13ｍ以下 ｍ2 2．4
（注）１．区分Ａ・Ｂ・Ｃは，１枚当りのFRPシート貼付面積とする。

２．�清掃・水洗，素地調整，塗装作業の規格・仕様は，橋梁塗装工（土木工事標準単価）を適用する（ただし，水管橋は除く）。
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第8章　補修機械設備

　橋梁補修工事に使用される主な機材を以下に示す。

１．発動発電機：現場における発電設備

２．空気圧縮機：コンプレッサー効果による洗浄やブラスト他

３．電気溶接機：鋼材の溶接

４．ウインチ：資材・鋼材等の引込み

〔標準タイプ〕

〔据置タイプ〕

〔一般型：単胴〕〔小型]

〔小型タイプ〕

〔トレーラータイプ〕

〔一般型：複胴〕
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25. 鉄筋探査機

24. ハンドミキサー23. ハンドハンマ（削岩機）
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